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１６２９年に後永尾（ごみずのお）天皇が突然退位した。当初急ごしらえの二条城へ移られたが、その翌年仙洞御所が完成

し移られた。１６３３年から小堀遠州などにより庭が作られた。しかしその後７回の火事にあった。庭園が今日のようになったの

は１７４４年からの改造によってである。 

 わずかに残った小堀遠州の作風は出島と護岸であるが、斬新なデザインであることが解る。 

広大な石浜を作るにあたって、京都所司代であった小田原藩主大久保忠真が寄進した。この石が「一升石」と呼ばれるのは、米一

升と石一個と交換したから。色、形、大きさが吟味されている 

出島と土佐橋の切石に小堀遠州の痕跡が 
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冬枯れの仙洞御所 

 

新緑のたおやかさ 


